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〈研究ノート》

根栽農耕文化と雑穀農耕文化の発見

一中尾佐助博士の農耕文化の大類型区分をめぐって

佐々木高明＊

1. 世界の農業と農耕の大類型

世界の農業の大類型を設定する試みは，農業地理学の分野ではかなり早くか

ら行われてきた。 1930年代の半ばには，従来の研究を総括したような形で，有

名な C.S. Whittleseyによる「世界の農業地域」が発表され，地球上の農牧業

が，その経営形態の特徴（具体的には①作物と家畜の組合わせ，②作物の栽培

法と家畜の飼育法，③労働・資本・組織の土地への投下の集約性と生産額，④

生産物の消費形態ー自家消費か商品生産か，⑤家屋と農業経営のための諸施設

の5つの指標を用いた）などによって13の大類型に分類された [WHITTLESEY

1936]。戦後 1964年には国際地理学会に農業類型についての検討委員会が組

織され，類型区分の指標などの検討が行われたが，結果として Whittleseyの

腹業地域区分を大きく変更するまでには至らなかったらしい。例えばD.B. 

GriggのTheAgricultural Systems of the Worldなど，戦後の動向を示す著書に

おいても，採用された 9つ農業の大類型は，表 1の如きものでWhittleseyの

それを微調整したものにすぎない [GRIGG1974]。

これらの農業の大類型区分は，現代の地球上における農牧業の経営上の諸特

徴にもとづいて区分したものであり，農耕文化の系統や特色にもとづいて類型

区分されたものではない。その区分はあくまで，現在の世界経済の中で，一定
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表 1 最近の経済地理学で用いられる農業の大類型区分

1. Shifting agricultuce 

2. Wet-rice cultivation in Asia 

3. Pastoral nomadism 

4. Mediterranean agriculture 

5. Mixed farming in western Europe and North America 

6. Dairying 

7. The plantation system 

8. Ranching 

9. Large-scale grain production 

の拡りをもつ農業の類型を抽出したものにすぎない。具体的にその多くは麦作

（穀作）と家畜飼育を統合させたヨーロッパ型の混合農業の変異型にすぎない

ということができる。

これに対し，農耕文化の系統やその特色にもとずく農耕の大類型の設定は，

全く異なった視点に立つものということができる。周知のように，地球上のい

くつかの地域で，それぞれ独立にいくつかの作物がセットになって栽培化され，

特有の性格をもつ農耕の複合体が生み出されてきた。こうした農耕の起源とと

もに，農耕をめぐる生産から消骰に至るさまざまな文化的特色が地域ごとに形

成され，それらの諸特色が発展・交流する過程の中から，地球上に相互にきわ

めて顕著な特色を有する，いくつかの農耕の大類型が創出されてきたというこ

とができる。

このような農耕の起源と系統の差異にもとづく農耕の大類型の設定は，既述

の現代低界の農牧業の経営類型にもとずく農業類型の区分に較べれば，農耕文

化の理解のためにはるかに有効なことはいう迄もない。この種の農耕の起源と

系統にもとづく農耕の大類型区分の具体例を比較検討してみると，そのもっと

もすぐれた区分は，中尾佐助陣士が「栽培植物と農耕の起源j[1966] （以下，

『農耕の起源jと略称する）およぴ「農業起原論」 [1967] （以下，「起原論」

と略称する）で提唱された冊界の農耕の大類型区分だと私は思っている。

以下，そのことについて検討を加えたいが，中尾のこの 2つの論著の先後関
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係については，「起原論」の末尾に「この論文は1961年に脱稿していたが，印

測が種々の理由でおくれていた。その間1966年に，岩波害店から「栽培植物と

農耕の起源jと題した新書版を出版した。現在からみると，若干改正を要する

点もでてきたが，立論の大要に反しないものはそのままとした。・・・・・・」と中尾

自身が記しているように，「起原論」がまず執摘され，それにもとずいて『農

耕の起源jが著されたものだということを注意しておきたい。

ところで，中尾は「起原論」の冒頭で，自らの結論に当る 4つの農耕の大類

製を示して，次のように述べている。

「人類は狩猟および採躯の段階から，それぞれ独立した 4つの異なった農耕

形式を発展させた。その牒耕形式は，それぞれ特色ある農耕文化を形成すると

ともに，その発展と歴史の進行の途を通じて相互に影評しあいながら，現在の

世界文化の担い手となった。また，現在の地域的変異を由来せしめた。」その

4つの牒耕形式とは，「起原論」によると

(1)ウビ農耕［東南アジア起原の根栽農耕］

(2)カリフ農耕［アフリカおよぴインド起原の雑殻・夏作牒耕］

(3)ラビ農耕［西アジア・地中海沿岸起原の麦，冬作牒耕］

(4)新大陸牒耕［根栽腿耕およぴ夏作農耕］

「農耕の起源」では，ウビ，カリフ，ラビという難解な呼称を廃して，（l）に

は根栽農耕，（2）にはサバンナ農耕，（3)には地中海牒耕の名称をあてているが，

旧大陸において 3つの牒耕の大類型（中尾の表現に従えば「農耕形式」）をみ

とめる点について変わりはない。また，新大陸の農耕については 1つの牒耕形

式としているが，その中にはマニオクやサツマイモ，ジャガイモなどを主作物

とする根栽農耕とトウモロコシを主作物としたサバンナ（雑殺）農耕の形式を

とるものの在することを指摘している。しかし，中尾にとり新大陸の農耕は常

に「応用問題」なのであり，議論の中心は旧大陸のそれにあった。したがって，

本稿でも旧大陸の牒耕，とくに後述のように，中尾自身によるオリジナリ

ティーが強調された根栽牒耕と雑穀農耕に焦点をあてて検討をすすめることに

しょう。
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2.根栽農耕とその文化の確認

中尾の典耕類型論で， もっともユニークな点は，旧大陸の農耕の大類型とし

て，オリエントに起源したムギ作農耕のほかに，バナナ，タロイモ，ヤムイモ，

サトウキビなどの栄淡繁殖作物を主作物とする根栽農耕と雑穀類を主作物とす

る雑穀農耕（中尾の命名ではサバンナ農耕）の2つの大類型をみとめたことで

ある。

まず，根栽農耕とその文化については，東南アジアやオセアニアの古い文化

圏に芋類を主作物とする農耕の存在を想定する考え方は，かなり以前からみら

れた。例えばR.Heine-Geldernは著名な東南アジア民族誌S,,dostasien[1923] 

の中で惣耕文化を伴わない農耕には，果樹や塊茎類を栽培する古い段階と穀類

の栽培を主とする新しい段階のものがあり，前者はインドネシア東部を中心に

分布し，ヤム芋・タロ芋・サトウキビ・バナナ・パンノキなどを主作物とする

ことを指摘している。わが国においても鹿野忠雄は，第 2次大戦中に，主とし

てオランダの植物学者の資料を中心に，インドネシアにおける穀類の分布を論

じた論文のなかで「球根類の文化陪と稲米の文化思の間に粟類を主とする文化

層が挟まって居た事が想像される」と述べ，東南アジアにおけるもっとも古い

農耕文化として球根（イモ）類を主作物とする文化層の存在を想定している

［鹿野 1946]。戦後，岡正雄が日本民族文化の形成を考えるに当り，メラネシ

ア的な芋栽培文化が縄文時代中期ごろに渡来したと想定したのも，その当否は

しばらく措くとして，上に述べたような文脈の中で生み出てきた学説というこ

とができる［岡 1958]。

このように東南アジアやオセアニアの民族文化の研究者の間で， もっとも古

い農耕形態として芋栽培を想定する考え方が，以前から存在していたことは間

違いない。しかし，この種のタロイモ・ヤムイモをはじめ，バナナ，サトウキ

ビなどを主作物とする農耕の類型を，新大陸のマニオクやサツマイモなどを主

作物とする農耕類型とともに，栄養繁殖作物栽培を中心とする根栽鹿耕
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(Vegetative planting culture) という形で一般的に捉え，これを種子繁殖作物

を中心とする種子栽培農耕 (Seedplanting culture) と対比させ，地球上にお

ける 2大農耕類型の 1つと位岡づけたのはアメリカの地理学者C.0. Sauerで

あった。

彼は，この種の旧大陸における根栽農耕は最古の農耕で，それは東南アジア

のモンスーン地幣に起源し，プタやニワトリなどを伴い，太平洋地域をはじめ，

中国南部や日本，熱帯フアリカや地中海地域などへ伝播したと主張した

[Sauer 1952]。それ以前の欧米の学者による農業起源論は，中近東に起源し

たムギ作農耕に一元的に焦点をあてたものが多かったため，この Sauerの学説

が学界に与えた衝撃はきわめて大きなものであった。

しかし，この Sauerの学説にはいくつかの弱点があった。肝心の東南アジア

の土箔殷耕，特にヤムイモ・タロイモをはじめ東南アジア起源の栄遊繁殖作物

について Sauer自身にファーストハンドの賽料はなく，主に I.H. Burkillの編

築した商品事典 [1935]に依処する点が少なくなかった。また古い根栽農耕の

地中海地域への伝播についても必ずしも説得的なデータはあげられていない。

このため Sauerの学説は発表後にかなり強い批判を浴ぴた。 Sauer自身，そ

の後1956年には， Vegetativeplanting cultureというユニークな概念を大きく後

退させ，最古の］悶耕は主として掘棒を用いて焼畑を営む熱帯地域の hoeculture

であるとし，その類型の中に根栽農耕民も雑穀農耕民も含ませる学説を発表し

ている。古いこの hoecultureが拡がったのちに，大型家畜を飼育し，穀物栽培

と黎耕を特色とする新しい農耕とその文化が世界各地へ展開したとしているの

である [SAUER1956]。その論旨は， Ed.Hahn以来の「鍬耕作から幣耕作へ」

という古典的な仮説の展開と大筋において一致するものであり， 1952年に新し

く提唱された「根栽農耕」の概念は，そこではほとんど放痰されたように思わ

れる。

これに対し，中尾の提唱した根栽農耕あるいはそれに支えられた根栽農耕文

化の内容は格段に詳しく，よく整備されたものになっている。 Sauer以後10年

ほどの間に，バナナの植物遺伝学的研究に大きな業鎖を残した Simmondsの研
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究 [1959]，ニューギニアにおける自らの発見にもとづきサトウキビのニュー

ギニア起源説を展開した Artschwagerらの新説 [1958]，あるいはメラネシア

を中心とした地域の伝統的農耕の実例を股富に報告した Barrauの報告

[1958]など，東南アジアからメラネシアにかけての根栽農耕の起源と展開を

めぐる新しい研究がつぎつぎと公刊された。また，中尾自身も1944年にミクロ

ネシアのポナペ島で典型的な根栽農耕文化の実態調査を行ったのをはじめ，

1950年代以降もカラコラム，プータン，シッキム，アッサムなど東南アジア周

辺の諸地域の学術調査を重ねてきた。その豊かな学識と経験が，新・旧の文献

費料を有効に活用し，根栽農耕とその文化の特色を再構成するのに成功したと

いうことができるのである。

とくに［農耕の起源jでは，バナナ，ヤムイモ， タロイモ，サトウキビの4

つの作物を中心にパンノキ，パンダヌス，ヤシ類などを栽培する東南アジアに

起源した根栽農耕（ウピ農耕）の特色を要約して，次の諦点を指摘している

［中尾 1966: 52-58]。

①無種子農耕であること。すべての作物の繁殖は根分け，株分け，さし木な

どの栄投繁殖のみで行われていること。②倍数体利用が進歩している。根栽農

耕の主要作物は品種改良が多而的で，倍数体品種が高度に育成されている。③

マメ類と油料作物を欠くこと。根栽農耕はイモ類が主力で穀物を欠くことがま

ず直要だが，マメ類と袖料作物を欠くことも重大である。このため，この根栽

農耕文化の食事の特性は，澱粉質と糖分に集中し，栄養的に偏っている。した

がって漁榜や小規模な狩猟が必要である。④掘り棒農耕。この農耕の牒具は掘

り棒のみで，鍬や紹は伝統的には用いられない。⑤裏庭から焼畑へ。耕地の形

態は多種類の作物が混作される裏庭型（キチン・ガーデン型）の小耕地から

プッシュ・ファローを伴う焼畑農耕へ発展した。⑥ハトムギの利用まですすむ。

この農耕の最終の発展段階になってハトムギを唯一の穀物として開発した。⑦

根栽農耕文化の伝播。パナナ・ヤムイモ・タロイモ・サトウキビの組合わせが

確立したあと，この強力な農耕複合体は図2に示すように，束はボリネシア，

西はインドを経てマダガスカル，アフリカの中，西部（ヤムベルト）にまで伝
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図2 東南アジア起源の根栽農耕文化の伝播［中尾 1966による］

Ill 

播し， また，北方に向かっては東南アジアの温暖帯に展開し， そこで根栽文化

の温帯変容型といえる「照葉樹林文化」が生み出されたとしている。が，

点については後に改めて検討することとしたい。

この

以上のように根栽（ウピ）農耕文化の特色を要約した中尾は「この農耕文化

はきわめて特色の強いもので， 地中海地域に発生してたムギ栽培の牒耕文化の

影聘で東南アジアに根栽農耕文化が成立したとのイギリス人の説はとうてい受

け入れがたい。両者の牒耕文化基本複合は根本的に異質なもので，両者はまっ

たく無関係である」と結論づけている ［中尾 ]966: 51]。

根栽農耕とその文化は， ムギ作農耕のそれと対比しうる地球上における農耕

の大類型の一つであることを，欧米の学者の伝統的な見解に反して，

く主張したのである。

中尾は強
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3. 鍬農耕から黎農耕ヘーE.Werthの学説とその問題点ー

さきにも少しふれたように，ヨーロッパの学界で農耕の起源と展開をめぐる

支配的な見解は， Ed.Hahn以来「鋤耕作から紹耕作へ」という進化の図式に

もとづくものであった。このような伝統的な視点に立ち， Sauerと相前後した

時期に，農耕の起源と展開を世界的規模で論じたのは E.Werthであった

[WERTH 1954]。彼によると，もっとも古い農耕の形態は，熱帯地方に起源

した鍬農耕Hackbauであったという。この鍬農耕の中には，彼の場合，掘棒

農耕Grabstockbauも含ませているが，とにかくアジアの熱幣地方に起源した

この古い鍬農耕が温幣地方へ拡がる過程の中から，より高次な黎農耕 Pflug•

bauが発生したとしている。

この場合， Werthが原鍬農耕的作物と分類した作物表をみると，タロイモ，

ヤムイモ，サゴヤシ，ココヤシ，バナナ，パンノキ，サトウキビ，キマメ，サ

サゲ，ケツルアズキ，キュウリ，ヒョウタン， ワタそのほか，栄投繁殖作物

（根栽作物）を中心に，幾種類かの豆類や果菜類を加えたものがあげられてい

る。これらを鍬農耕（掘棒農耕を含む）に伴う古い作物となみしているようで

ある。これに対し，骸農耕は，西北インドとその近隣地域で起源したものと想

定され，コムギとオオムギ，キビとアワ，熱幣アフリカ原産の 3つの雑穀（モ

ロコシ， トウジンビエ，シコクビエ）および稲などを主とする穀物栽培 Get•

reideanbauを行うことが最大の特色であり，牛などの大家畜飼育を伴うとして

いる。

Werthはこのほか，農具や家畜やさまざまな技術の比較研究なども加え，壮

大な仮説の展開を行っているが，彼の学説の根幹を構成しているのは，既述の

ように Hackbauから Pflugbauへという伝統的な文化進化の図式であったこと

は間違いない。しかも，この古典的な仮説の枠組みの中へ，これもかなり古典

的な栽培植物起源論をもち込み，その両者を組み合わせてしまったところに

Werthの学説の大きな問題点があったように思われるのである。

具体的に Werth説では，黎農耕文化のもっとも璽要な特徴として指摘され
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た穀物栽培の中に，前述のように，ムギ類とともに各種の雑穀類や稲までが含

まれている。そのため， もともと穀物栽培を知らなかった熱帯アフリカの鍬農

耕地帯でモロコシ， トウジンビエ，シコクビエなどが，また東南アジアの鍬牒

耕地帝で稲が，それぞれ主作物としてかなり以前から栽培されていた事実につ

いては，依農耕の特色が形成された後に，黎農耕文化（アフリカの場合は牛飼

育文化）の影聘がもう一度，鍬農耕地帯へ及んだ結果である，というやや苦し

い説明を行っている。もし，そうだとしても，熱帯における雑穀栽培や稲栽培

（稲作）とムギ類を主作物とする本来の黎耕穀物栽培とが同一の農耕類型とし

て捉え得るものか否か。両者の特色の異同については，必ずしも明確になって

いない。

そういえば，さきの Sauerの場合も，栄養繁殖作物栽培農耕（根栽農耕）

(Vegetative Planting Culture)に対骰する類型として，種子作物栽培農耕 Seed

Planting Cultureをあげ，一群の種子作物の中にムギ類も，雑穀類も，稲も入

れてしまつている。この点は Werthの穀物栽培Getreideanbauの扱いと余り変

わらない。この種の根栽農耕に対して種子作物農耕を対比させる考え方は，そ

の後，例えばJ.UckoとG.W. Dimblebyが主催した『植物や動物の馴化と利

用jについての討論 [1969] やC.A. Reedを中心とした『農耕の起源」につ

いてのシンボジュウム [1977]などにおいても，一般的に受け入れている。だ

が，種子作物（穀類）栽培の中での，ムギ類の栽培と雑穀類の栽培および稲栽

培との関係，あるいは三者の異同などについては上の 2つのシンポジュウムを

含め，欧米の研究者の間では，今日に至るまでほとんど論識されてこなかった

ようである。

4. 「雑穀農耕文化」の概念の確立

この点について，中尾の提出した農耕類型論あるいは農耕文化論においては

きわめて明I央である。すでに述べたように，中尾は旧大陸の種子作物栽培農耕

（穀物栽培文化）を 2つの類型に区分し，従来から注目されてきた冬作のイネ
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科作物，すなわちムギ類を主作物とする「麦作農耕」のほかに，新たに，夏作

のイネ科作物，すなわち雑穀類 (millets) を主作物とする「雑穀農耕」という

農耕の大類型を設け，これを麦作牒耕という大類型と対置させることにしたの

である。その結果，根栽農耕，雑穀農耕，麦作典耕という旧大陸の 3大農耕類

型の設定ができ上ったということができる。

この場合，中尾はムギ類を主作物とする牒耕を「ラビ農耕」あるいは「地中

海農耕」とよび，雑穀類を主作物とするそれを「カリフ農耕」あるいは「サバ

ンナ農耕」とよんだが，本稿では理解しやすくするため，それぞれ主作物名を

冠して前者を「麦作農耕」，後者を「雑穀牒耕」とよぶことにしたい。

このような雑穀牒耕ないし雑穀農耕文化という概念を新たに中尾が確立した

背景には，中尾自身がインド世界のフィールド・ワークにおいて雑穀栽培の実

態をつぶさに見間したという事実が重要だが，他方，「起原論」の執筆にかか

る直前に， G.P.Murdockが膨大な文献資料を駆使してまとめた広範なアフリカ

民族誌 “Africa"が出版されたことも童要であった [1959]。それによって中

尾は西南アジアや東南アジアとともに，アフリカ（西アフリカとエチオピア）

が世界の牒耕の起源地の 1つで，雑穀農耕の複合体が，そこで形成されたとい

う新しい学説に接することができたのである。

Murdockは250を越える数多くの民族誌データーをもとに，フォニオ， トウ

ジンビエ，モロコシ，アフリカイネなどの雑穀類をはじめ，ササゲ，ゴマ，オ

クラ， ヒョウタンなどで構成される sudariccomplexとよばれる農耕の複合体

が，紀元前4500年ごろより以前にニジェル川上流で起源したとしている。その

後，この複合体は東方へ影孵を及ぽし，エチオピア高原周辺でシコクビエ，テ

フなどを栽培化し，アフリカ特有の雑穀農耕文化が形成されたと考えた。中尾

はこの学説を全面的に受け容れるとともに，図 3に示すように，アワ，キビ，

コドラ，インドビエその他の雑穀類やキマメなどの豆類，キュウリやナスなど

の果菜類などの栽培化のセンターが，インドの北西部と南部にあることも指摘

している。しかも，インドではモロコシ， トウジンビエ，シコクビエはじめア

フリカ原産の作物が早くから栽培され，初期の農耕文化の段階でアフリカから
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な農耕文化は発生しなかった ＂ ＜ 

図3 サバンナ農耕文化の分布と伝播［中尾 1967]

の作物の伝播があったことを注目している。

いずれにしても，アフリカ・インドの両センターで起源した雑穀農耕には，

次の4つの特徴があるという。①その作物のすべてが，カリフ（夏作）のミ

レットを中心とした夏作物で，地中海地域に発生した温帯の冬作物を中心とす

る農耕とはっきり区別できること。しかも，雑穀牒耕の作物群にはイモ類がな

い。②各種のマメ類を作物とし，植物性の蛋白を食糧の中に大批に加えたこと。

③ウリ類を含め，各種の果菜類を栽培化し，果菜類を副食用の疏莱として安定

させたこと。④優秀な袖料種子をもつ袖料作物を栽培化し，植物袖を食糧に加

えるようになったことなどである。雑穀農耕は雑穀類を中心に，豆類，果菜類，

湘料作物を加え，栄養的にきわめてバランスのよい作物体系を完成したとして

いる。

さらに中尾は，この雑殺栽培に基礎をおく股耕文化の特色についても重要な

指摘を行っている。まず，イモ類やバナナなどと異り，雑穀牒耕の作物は水を
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加えて加熱調理することが必要で，そのための容器，つまり土器の発達を前提

とする。また雑穀は調理の第 1段階として脱穀と精白の作業が必要で，そのた

めの用具としてタテギネとウスが開発され，それはアフリカから東アジアに至

る雑穀栽培地帯全域に広く分布している。このうちインド以東の地域では雑穀

類は粒食する例が多いのに対し，アフリカでは粉食が多く，原始的な雑穀用の

製粉用具としてはサドルカーン（馬鞍型石臼）がひろい分布を示している。ま

た，これらの雑穀農耕地帯では手鋤による耕作が中心で，いくつかの作物を混

播し，條播栽培を行うことが多く．牛を使う黎耕は後に麦作農耕文化の影評に

よってもたらされたと考えられている。

さらに夏作の雑穀栽培は，おそるべき雑草との闘いになる。このため雑穀農

耕の大きな特色の 1つは除草を非常に入念に行うことだと中尾は強調している。

除草が徹底的に行われるため，雑穀農耕地帯では 2つの重要な事実が生み出さ

れてくる。その 1つは「雑穀栽培と生態的に結合してその分布域を拡大したミ

レット畑特有の雑草というものの存在を認めえない。この点はムギ作農業と

・・・・・・まったく異っている。 したがって， ムギ作の中から数知れぬ二次作物

secondary cropsが生まれたが， ミレット農業の中からは二次作物はまった＜

生まれてこなかった」という。

さらに第2の大きな特色は「この完全除草へ向かったミレット農業は，必然

的に大面積のカIllをつくることを困難ならしめた。反当り収批はムギの散播（栽

培）よりいち早く向上できたが，全収穫厳の増大は，除草努力だけでは向上困

難な壁に早くうちあたってしまう。ミレットを主体とするカリフ農耕の生みう

る余剰は，反当り収盈の増大にもかかわらず，全収籠の壁のため早い時代に極

限に達するわけで，古代インドやシナの文明が開花したころに，その壁にほぼ

到達したものと思われる。••…•ここに，カリフ農耕が古代に開花したにもかか

わらず，その後の停滞をひきおこした真の原因があるのだろう」と論じている

［中尾 1967: 402]。雑穀農耕文化の人類史的意義を， きわめて的確に論じた

ものということができる。

いずれにしても，夏作の雑穀類を中心に豆類・果莱類に油料作物を加えた特
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有の作物複合体とそれに支えられた雑穀農耕文化の存在をはじめて明らかにし，

それを冬作のムギ類を中心とする麦作農耕とその文化に対罹して，旧大陸にお

ける種子作物牒耕を 2つの大頬型に区分したのは中尾のもっとも大きな業組で

あったということができる。中尾以前はいうに及ばず，後述のようにそれ以

後もこれほど明l央な農耕の大類型区分を行った学説のみられないことを，我々

は銘記すべきである。

5.雑穀農耕と「稲作」の位置づけ

夏作のイネ科の作物を「雑穀」と定義し，この雑穀類を主作物とし，サバン

ナ地帯に起源した「雑穀農耕」の概念を確立したことによって，稲作の位置づ

けがきわめて明瞭になったことも中尾学説の大きな業績の 1つであった。

中尾によると，サバンナの乾燥地帯で起源した雑穀農耕がその周辺部にまで

伝播し，湿地幣に遭遇したとき，いくつかの湿性のミレットの利用がはじまり，

その中から稲が選ぴ出されて，栽培化されたというのである。この現象はアフ

リカのサバンナの周辺でも，インドのサバンナの周辺でも起こった。アフリカ

ではニジェル川の中流域でアフリカ稲 (Oryzaglabe汀ima)が栽培化され，イ

ンドではその東部でアジア稲 (Oryzasaliva)が栽培化された。

これらの稲作の特色について，中尾は次のように述べている。「イネはただ

湿地に生ずるだけで，農耕文化の基本複合のタイプとしては，他の雑穀と同じ

カテゴリーに入るものだ。……（アフリカでも，アジアでも）イネは夏作の雑

穀類の 1つということになって，他の雑穀からイネを基本複合としてはっきり

区別する理由はない。つまり“稲作文化”などという，日本からインドまでに

ひろがる複合は存在しない。そこにあるものは，根栽文化複合の影評をうけた

サバンナ農耕文化複合である」［中尾 1966: 26-27]。

ここで稲作あるいは稲作文化というものの考え方を，従来のそれに較べ，中

尾は革命的といってもよいほど変更しようと試みたのである。

ただ，ここで「稲作文化は存在しない」と言い切った中尾の発言について，
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若干のコメントを付け加えておくと，作物複合として稲作をみると，単一の稲

のみで構成され，他にマメ類とか，イモ類とか，稲と常に複合する固有の作物

群が見られない。したがって，稲作文化は，中尾のいう本来的な農耕文化複合

の1つとしてみとめることはできないということである。

いずれにしても，稲を数ある雑穀の 1つとして位置づけ，稲作農耕を雑穀農

耕という大類型の中に包括して考えるという中尾の解釈は，従来，世界の誰も

が考えたことのない画期的な考えであった。稲作農耕という，アジアのモン

スーン地帯に拡がる巨大な農耕類型については，その系統論的な位置づけは，

Sauerも， Werthも，さらには後述する Harlanの場合も，必ずしも明快では

なかった。とくに水田耕作という特異な栽培形態に眩惑され，欧米の研究者の

間には，タロイモ水田と1関係させて稲作の起源を考え，稲作の系統を考察しよ

うとする仮説が意外に根強く主張されてきた。例えば東南アジア最古の農耕遣

跡かとされるスピリット・ケープの発掘者である C.Gormanは，タロイモと

稲とは，どちらも低湿地に適応した作物群であるから，両者は「一対の姉妹作

物」 (Sisterdomesticates) として古い時代に東南アジア大陸部で起源したもの

と考えた。「一対の姉妹作物」という表現は Gormanの特有のものだが，似た

ような考え方は， H.Conklinの中などにもみとめられるようである [1980: 

38]。

しかし， タロイモと稲は両者とも確かに水田で栽培されるものではあるが，

両者の栽培状況を詳しくみると，現実に両者が同一の耕地で大饉に混作される

例はほとんどみられない。また，特定の作物にはそれぞれ固有の雑草が伴って

るのが普通であるが，このような随伴雑草で両者に共通するものはほとんどな

いといわれている。また，かつて Sauerが想定したようなイネがタロイモ水田

の雑草であったという事実もない。ということは，タロイモと稲を姉妹作物と

よび，起源の問題で両者を関係させることは無理だという結論になる。

欧米の学者の間では，前にも述べたように，一般に夏作の雑穀の複合体につ

いての関心が低く， したがって知識の蓄梢も少ない。このため，稲についても

湿潤地帯の作物ということで，十分な検討も経ずに，熱帯の水田で栽培される
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タロイモに結びつけて考えてしまうことが多かったようである。この点に璽大

な過誤があったということができる。

一般にアジアのモンスーン地域における牒耕の起源と展開を考える場合には，

そこに展開する牒耕は，夏雨気候に適応したものであり，そのほとんどすべて

が夏作物を主とするものであるから，サバンナ起源の夏作の作物複合体の存在

を無視しては，そもそも談論が成り立つはずがない。この点にはじめて注目し

たところに中尾の滸想のすぐれた点がある。しかも，その雑穀の複合体の中に

稲と稲作を位骰づけ，その起源や系統の問題を解決しようとしたところに，中

尾の学説の大きな意義が見出しうることを，私はくり返し強調しておきたいと

思うのである。

ところで，この稲作の問題に関連し，その文化的特色をムギ作のそれと比較

して「起原論」の中で，中尾は次のような指摘を行っている。

「イネは，収賊の安定が得やすく，豊産性で， しかも貯蔵力に冨んでいるこ

となど，従来のミレット類をはるかにしのいでいる。これは，農業以外の文化

を発達させ，維持するに好都合であるが，さらに高次の社会発展のためには，

ムギ類とくにコムギは植物学的に多くの種からなっているにもかかわらず，粉

食してパン類をつくると，その食味にはあまり大きい差はないと考えられる。

とくにセンベイに似た初期のパンではそうであった。…•••ゆえにコムギでは，

粉食しているかぎり，古代の大経済掴で相互の流通において，品質問題は重大

とならなかった。

ところがイネは，植物学的に一種であるにもかかわらず，粒食の習恨も関係

して，食味の品種間差異がひじょうに大きく，それも文化が高まるにつれて食

味差がいっそう増大して感じられる。その結果，同じ地域に住んでいても，民

族やカーストの差で，米の食味に異なった要求をもつばあいが生ずる。たとえ

ばインドでは，上流のプラーミンは小粒の匂いの高い米をもとめ，牒民の多く

は大粒の淡味のものをもとめる傾向がある。ほかに赤米を欲するもの，長粒を

もとめるもの， par-boiledのもののみを欲するものなど，嗜好の分化がはげし

い。そのためにインドでは，標準米がほとんど標準の意味をもたないくらいで
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ある。これが同一地域内にあると，米の流通交換は困難になる。この困難を克

服するために食味暗好の均ー化が進行しなければ，米の生産は高次の社会発展

の束縛因子となるわけである。日本では，幸い徳川時代の年貢米操作により，

大阪堂島の米相場が標準となって価格標準が成立し，その取引を通じて日本人

の米の食味嗜好の地ならしがおこなわれたと判断される。この嗜好の整理が一

応完了した後で，近代的技術によるイネの増収が進行しはじめたのは，幸いで

あった」［中尾 1967: 425-426]。

この指摘は「農耕の起源jの中では削除されているが，最近の国産米とタイ

米の食味差の問題など，米をめぐるいくつかの問題を考える際にも，きわめて

示唆に富む指摘だということができる。

6.照葉樹林文化の提唱

麦作農耕という欧米の学者が古くから重視してきた農耕類型に対置して，根

栽牒耕と雑穀農耕というユニークな 2つの農耕の大類型を設定した中尾は，さ

らに日本列島を含む東アジアの暖温幣の農耕の文化史を考える上で， きわめて

爾要な概念として，「照葉樹林文化」の考え方を提起した。そのことはよく知

られる通りである。

照葉樹林文化についての詳細な解説をここで行うことはできないが，中尾は

旧大陸における農耕の 3大類型の存在を最初に主張した「起原論」の中で，

「照葉樹林農耕文化の成立」という項目を設け，そこで次のように述べている。

「東亜の熱幣雨林のなかに生まれたウビ農耕に対し，その北方の照葉樹林に

それに対応するような野生のイモ類（クズ・ワラビ・テンナンショウ類）を利

用する農耕の存在がいまや浮かぴあがってきた。その農耕は，熱帯のタローイ

モのなかからサトイモだけを受け取り，ヤムイモの中から温帯原産のナガイモ

だけを栽培化した。……温帯の照葉樹林帯は自然の恵みが熱帯より少ないだけ

に，そこでの農耕文化は熱帯より高度な技術がなければ成立しがたい。それゆ

えにこそ照葉樹林文化は，西方から伝播してきた高級な牒耕をよく吸収して，
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その新しい基礎の上にミレット・オカボなどをはじめ，ソバやマメ類を栽培化

することができたのである」［中尾 1967:368]。

つまり，照葉樹林文化は，それが提唱された最初のころには，熱帯で成立し

た根栽農耕文化の北方展開型あるいは温帯に適応した変容型としで性格づけら

れていたことは間述いない。出版年の関係から，事実上「照莱樹林文化」の概

念の最初の発表の場となった r農耕の起源Jにおいても，基本的な考え方は同
じで，クズやワラビあるいはタロイモと同じ天南星科のマムシグサのような野

生のイモ類をはじめ， ドングリなどの堅果類の水さらし技術の問題から照葉樹

林文化の解説がはじめられている。それは，当初，根栽文化の温帯変容型とい

う形で照葉樹林文化が捉えられていたからに外ならない。

当時，照葉樹林幣にひろく分布する共通の文化要素としてあげられたのは，

水さらし技術のほか，昆虫のマユから糸をひいて絹をつくる技術，ウルシある

いはその近縁の樹木の樹液をとって漆器をつくる技法，茶樹の激葉を加工して

飲用する恨行，麹というカビの塊りを使って穀類を発酵させた酒の存在，シソ

やエゴマの裁培，あるいは柑橘の利用などである。このような共通の“文化遺

産＂によって特徴付けられる照葉樹林文化は「きわめて山岳的な性格をもち，

本来の形態は山棲みである」。またその文化は「採集経済の段階から焼畑での

雑穀栽培へとすすんだ。そしてその中心地域はシナ西南部ということになる。」

と述べている［中尾 1966: 75]。

1966年に「農耕の起源jが刊行されたころの照葉樹林文化についての知識は

まだこの程度であった。それが急速に深まり，照葉樹林文化論の体系が一応形

を整えるのは，上山春平が司会し，節者もそれに参加した r続・照葉樹林文
化jの討論からであった［上山春平・佐々木高明・中尾佐助 1976]。

この討論においては，従来の照葉樹林文化の考え方に大きな修正と追加が行

われた。詳細は上の著作を参照して頂きたいが，その要点を列記すると次のよ

うである。

①照葉樹林文化は，当初は熱帯に発生した根栽農耕文化の北方展開型あるい

は温帯変容型と考えられて出発した。しかし，この討論では根栽農耕と照葉樹
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林文化の関係が基本的に再検討された。その結果，照葉樹林文化における根栽

文化（イモ栽培文化）の影靱は，はじめに考えられていたほどではないことが

わかり，典型的な照葉樹林幣の農耕は雑穀栽培を主とする焼畑牒耕から出発す

ることが確認された。中尾は「起原論」の中で，照莱樹林文化の発展段階を(1)

野生採取段階，（2）半栽培段階，（3)根栽植物栽培段階，（4)ミレット（雑穀）栽培

段階，（5）水稲栽培段階の 5つに区分していたが，このうち(3)の根栽植物栽培段

階をこの際，削除しようということになった。また，（1）と(2)をあわせて農耕以

前の段階と考えると，照葉樹林文化の発展段階は，（l）プレ農耕段階， (2)雑殻を

主とした焼畑段階，（3）稲作ドミナントな段階の 3段階に整理されることになっ

た。

②この討論では7章のうちIlllINの各章をそれぞれ「ジャポニカ・ライスの

起源」，「モチ種穀物の創出」，「照葉樹林文化と焼畑」にあて，新たにジャポニ

カ型の稲の栽培とその利用，あるいはモチ種の雑穀や稲を創出し，それを好ん

で食用にするとともに1義礼的に利用する恨行が照葉樹林幣で顕著にみられるこ

と，さらに雑穀を主とする焼畑が典型的な照葉樹林文化を支える主要な生業形

態であることなどが，新たに指摘された。また，アジア稲の起源地については，

渡部忠世，中川原捷洋両氏らの説をうけ入れ，アッサム・雲南地域を起源地と

考えるようになり，従来の説が変更された。

③照葉樹林文化を構成する文化要素として従来指摘されていた，水さらし，

茶，絹，ウルシ，麹酒，柑橘とシソなどのほか，新たに納豆のような大豆の発

酵食品やコンニャク，あるいはハンギング・ウォールや鵜飼などの諸要素が加

えられ， さらに歌垣や十五夜とイモ祭りの習俗，焼畑の開始季に行われる｛義礼

的狩猟の恨行，オオゲッヒメ型の死体化生神話その他，習俗や俄礼や神話など

に関する諸要素についても照葉樹林幣にひろく分布し，照葉樹林文化の構成要

素と考えられるものの存在することが確認された。

④「続・照葉樹林文化」の討論で，特筆すべきは，上に述べた照葉樹林文化

の諸要素の分布を軍ね合わせ，照葉樹林文化のセンターを仮りに設定したこと

である。雲南高地を中心に西はインドのアッサムから東は中国の湖南省に至る
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半月形のこの地域を，西アジアの「肥沃な半月地帯」に対して，われわれは

「東亜半月孤」と名付けることにした。中尾自身の用語例でいうと，照葉樹林

文化の中心になるこの地帯は「農耕の起源」ではロロ・センターとよばれてい

たものが，「照葉樹林文化j［上山（編） 1969]の中では「雲南省あたりの山岳

部」あるいは「雲南センター」という表現に変り，この討論で「東亜半月孤」

という名称に落着いたことになる。

「起原論」の中ではじめて提起された照葉樹林文化の概念は，「続・照葉樹林

文化」の討論によってかなり整理され，一応その形を整えたということができ

るのである。その後の照葉樹林文化論の展開については，佐々木の「照葉樹林

文化の道」 [1982]や中尾・佐々木共著の「照葉樹林文化と日本j[1992]など

を参照して頂きたい。

いずれにしても，東アジアの暖温帯に展開した照葉樹林文化の存在を想定す

ることは，東アジアの農耕文化史を考える上で， きわめて重要な仮説的枠紐み

を与えるものであり，それは，この地域の股耕文化史の再構成に非常に大きな

寄与をなしたということができる。また，照葉樹林文化は，上述のように，ユ

ニークな文化的特色によって構成されているが，農耕文化の類型としてみれば

雑穀農耕文化の一亜型として位骰づけられることが明らかになった。さらに東

アジアに特徴的な水田稲作文化も，この照葉樹林文化を母胎に成立したものだ

と考えることにより，稲作文化の成立を頬型的に理解することが容易になった

ことも注目しておかねばならない。

7. その後の研究の展開と中尾学説

「起原論」や「農耕の起源」などを中心に，これまで世界の農耕文化類型の

設定をめぐる中尾学説の特色をみてきたが，その後の新しい学説の展開の中で，

中尾の主張は，いもなお今日的意義を成しているであろうか。最後にこの点を

めぐり，簡単に検討を加しておきたい。

根栽典耕文化の起源の問題については「J農耕の起源jの発表後， J.Alexan-
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der and D. C. Coursey [1969]や堀田満 [1982] らの研究により，タロイモや

ヤムイモの起源をめぐり大きな研究の進展がみられた。年中高温で多湿な熱帯

降雨林地帯ではイモ類は澱粉を貯蔵する必要はなく，むしろ乾燥季や低温季が

明瞭な熱帯モンスーン地域や温暖帯で，休眠季に養分を貯めるためイモが肥大

化することがわかってきた。旧大陸の根栽作物の中心をなすタロイモ（サトイ

モ）やヤムイモ（ヤマノイモ）には，起源的に熱幣系と暖温帯系の 2系列があ

り，それぞれ別の発展過程を辿ったらしいと想定されるようになった。東南ア

ジアやオセアニアで調壺を重ねた堀田はこの点をめぐり，次のように述べてい

る。

「東アジア（の暖温帯）に起源したイモ栽培は，東南アジアからポリネシア

（の熱幣）にひろがったイモ栽培農耕とは，牒耕文化の構成要素である作物群

が異なっている。……東アジアから東南アジア，太平洋諸島にみられるイモ型

栽培植物の二類型は，熱幣系が乾期休眠型を中心に，暖温幣系が低温休眠型を

中心に発達してきたものであり，両者は起源のところで一方から他方へ借用が

おこった可能性もあるが，系譜的には相当異なった発展の過程をたどったと考

えてもよいと思われる」［堀田 1982: 35-36]。

前述のように，われわれが照葉樹林帯におけるイモ栽培の璽要性を改めて再

検討したのは，このような堀田らの意見をとり入れたからである。また，根栽

牒耕文化の起源についても，熱帯モンスーン地域で起源した熱幣系のイモ頬

（例えば2倍体のサトイモ類やダイジョ，ハリイモ，カシュウイモなど）の複

合体が南下して，マレーシア世界でバナナやココヤシなどと結びつき，さらに

東南アジア島嶼部からメラネシアに至る地域でパンノキ，サトウキビなどが栽

培化されて，典型的な根栽牒耕が生み出されたと考えるようになった。

メラネシアを中心にした根栽農耕文化の起源とその展開については，その後，

D. E. Yen [1972]やJ.Golson [1985] はじめ，多くの学者によりいくつかの

新しい事実が追加され，種々検討が加えられた。これらの新事実の追加と検討

の結果は中尾の提起した根栽牒耕文化の考え方を全体として補強し，精緻化す

る方向にあるとみてよいようである。
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補強といえば，中尾は1985年の「畑作文化の起源をめぐるシンポジウム」に

おいて．真の農耕が出生してくる前の段階，つまり先農耕段階を①雑草種子採

集 (Weedseed collecting)．②ナッツ・ドングリ澱粉採集 (Nutand acorn 

starch collecting)．③根茎澱粉採集 (Stemand tuber starch collecting)④草原

種子採集 (Grasslandseed collecting)。の 4つの類型に区分し，農耕の起源と

のかかわりを論じている。

そこでは中尾が研究の早い時期から主張していた「半栽培」の概念が，採媒

の対象となる植物群の特色にもとづいて具体的に整理して示されている。なか

でも根栽農耕文化の起源と深くかかわる③の類型では，野生のタロイモやヤム

イモの澱粉採集のほか，サゴヤシの機能を重視している点が注目される。サゴ

ヤシについては，その後，いく人かの研究者により検討が加えられているが，

ここではそれらについては省略することにしたい。

中尾学説の中で， もっともユニークな主張の一つが「雑穀農耕文化」の概念

の提唱であったことは，すでにくり返し3狙調してきたところである。しかし，

雑穀農耕， とくにアフリカにおけるその起源と発展をめぐって．中尾が主とし

て依拠したのは，前述のように．民族学者の Murdockの，おもに HRAFに集

積したデータにもとづきアフリカの民族文化史を烏轍した著述 [Murdock

1959]であった。だが，周知のように，その後，アフリカにおける雑穀類の起

源とその展開については， J.Harlanを中心とする学派のくわしい研究が次々

と公表された。また，アジアにおける雑穀の起源と展開についても，阪本寧男

らによる実証的な研究が発表されている。これらの新しい学説を参照しても，

中尾の学説は，根栽農耕文化の場合と同様，あるいはそれ以上に補強されたと

みて差支えない。

中尾が「起原論」や『農耕の起源」を執筆した段階では，モロコシやトウジ

ンビエ．フォニオ，シコクビエなどのアフリカ原産の雑穀類がサハラ南縁や工

チオピア付近のサバンナ地帯に起源したらしいことは想定できても． くわしい

ことは不明であった［中尾 1969]。それが明確になったのは1960年代の主とし

て後半以後に発表された Harlanらの研究によるところが大きい。アフリカ起
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3
 

図4 アフリカ起源の作物の栽培化推定地域 [Harlan,1972による］

l. Bmchlar;a defle.rn ; 2. D;g;tar;a exUis and D;g;taria ;bama ; 3. 0り'za

glabcmma ; 4. Dioscorca rotundala ; 5. Musa a9Sctc and Guizotia abyssi・ 

nfra ; 6. Eragrast;s tef ; 7. Vaaadze;a and KersUag;ella ; 8. Sargham 

b;ca/ar ; 9. Pean;setam americamm, ; 10. E/e,dne caracana. 

源の雑穀類を主とした作物群の起源の地は図4に示したような非常に広い地域

であることが明らかになった [HARLANet al. 1976, HARLAN 1977]。

Harlanは別の論文で，農業の起源地には，近東や華北のような明確なセン

ターとよべるような例もあれば，アフリカのように起源地が広く分散してノン

センターとしかよべない地域のあることを指摘している [1972]。同一の趣旨

は冊界の牒業の起源を論じた彼の主著 Gropsand Man [1975] においても展開
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されている。しかし，華北の中国センターや東南アジア・オセアニアノンセン

ターを中心とした，インド以東の夏雨気候をもつモンスーン地域の農耕の起源

とその展開については，欧米の学者によくみられるように，彼の場合もファー

ストハンドの賓料が乏しく， したがって，考察の成熟度も低い。このため

Harlanのそれは，旧大陸全1本をバランスよく見通し，とくに夏雨モンスーン

地域の農耕の特色を雑穀農耕（稲作を含む）という類型で捉えた中尾学説に較

べると，説得力に欠ける点が少なくないと思われるのである。

アフリカとともに雑穀農耕の起源と展開にとり重要な地域は，インドと中央

アジアの地域である。その後，この地域の雑投類についてのくわしい実態調査

は，阪本寧男らにより行われた。その結果，モロコシ， トウジンビエ，シコク

ビエのほか，コドラ，サマイ，ライシャンなどの土焙の雑穀類を大悩に栽培する

インドが，雑穀の一大センターであることが改めて確認された。さらに古代以

来，東アジアの農耕にとって阻要な作物であったアワとキビについては，「東

アジアーアフガニスタンーインド西北部を含む地域で，おそらく紀元前5000年

以前のに栽培化され，この地域よりユーラシア大陸を東と西へ漸次伝播し，そ

の過程で各地域に適応した地方品種群が成立した可能性が高いと考えるのが，

より妥当である」という結論に達している［阪本 1988: 126]。［農耕の起源j

ではアワやキビの起源については，通説のように華北ではないことが強調され

ていた。だが，その起源地に関してはインドの西北部やデカン半島西部らしい

と椎定されていたにすぎず，必ずしも十分に検証されたものではなかった。阪

本によるアワ・キビの中央アジアー北西インド起源説の提唱は，むしろ中尾学

説の弱点を補完する大きな意義を有するものであった。中尾自身も後に，この

阪本の学説に賛成し，積極的に受け入れている［上山・渡部（編） 1985: 169]。

この種の新しい学説と関係して最後に問題になるのは，稲作の起源と展開，

あるいは稲作文化の問題であろう。すでに述べたように，中尾は稲を雑穀類の

一種とみなし，その起源地をはじめは東部インドの低湿地に求めていた。だが，

後に渡部忠懺によるアッサム・雲南センター説が提唱されると，それを積極的

に受け入れ，照葉樹林文化論を強化する一助とした［佐々木ら 1976: 60]。ま
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た，中尾自身による稲作文化に関するまとまった所論は遂に発表されるには至

らなかったが，上山春平が司会し，渡部・中尾・佐々木・谷らがメンバーに加

わった「稲作文化」についての討論の中で，中尾は現実に目で見ることのでき

る稲作のさまざまな技術要素の比較検討から出発して歴史的考察に至る一連の

考察を通じ，稲作文化の特質に迫ろうとした。その結論のひとつは「インドに

は稲作はあるが，稲作文化はない」という表現に象徴されるように，東南アジ

ア以東とインドの稲作文化の差異を明確にしようとした点である。インドの稲

作文化の基層には，家畜を飼育し，惣耕や乳利用を伴う麦作文化が存在するの

に対し，東南アジア以東の稲作文化には麦作文化の影押はほとんどない。むし

ろ東南アジア以東の稲作文化は，古くは根栽農耕の伝統をもちながら，その後，

雑穀栽培への依存度を高めていった照葉樹林文化の展開形態として捉えようと

いう見方が，中尾の発想の根底にあったと思われるのである［上山・渡部

（編） 1985: 23-26]。

いずれにしても，根栽農耕，雑穀牒耕，麦作農耕という農耕あるいは農耕文
サブタイプ

化や大類型は，照葉樹林文化や稲作文化のような農耕文化の亜類型の特色を考

察する際にも，きわめて有効な分析概念として機能していることは間違いない。

なお，アジアにおける稲作の起源については，最近，遺伝学者の佐藤洋一郎

らにより，長江起源説とでもよぶべき新しい学説が提唱されはじめている［佐

藤 1992, 佐藤•藤原 1992] この新しい学説についても中尾はユニークなコメ

ントを有していたと思われるが，それを開く機会を逸したのは残念であった。

ただし，この稲作の長江起源説を受け入れたとしても，それは照葉樹林文化論

をはじめ，中尾の学説の大綱に影評を与えるようなものではないと考えられる

のである。

以上，「起原論」［牒耕の起源J以後，発表された新しい学説について，管見

にふれる範囲でそのいくつかを紹介し，中尾学説との関係を検討してきた。こ

れらの新しい説の多くは，中尾学説を充実・補強することはあっても，それを

否定するものではなかったといってよい。すでにくり返し強調してきたように，

従来，欧米の学者によって注目されてきた麦作農耕（文化）のほか，旧大陸に
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は根栽農耕（文化）と雑穀農耕（文化）の2つ大類型が存在することを明らか

にしたのは中尾の大きな業績であった。なかでも，種子農耕の中に冬作のイネ

科作物を主作物とする麦作農耕類型と夏作のイネ科•作物を主作物とする雑穀農

耕類型の 2大類型の存在することを明確にした点は， Harlanをはじめ，その

後の欧米の研究者によっても指摘されていない極めてユニークな類型区分であ

った。雑穀牒耕の概念の確立によって，、世界の農業人口の過半を占めるユーラ

シア大陸東部の農耕文化の特色が明快に捉えうるようになったことは，中尾学

説のもっとも顕彰に値する点だということができよう。

かって今西錦司は，その著魯において「中尾佐助は，かれの「股耕の起源j

のなかではじめて栽培植物農耕発生の多源説を体系化し，これを 4つの独立に

発生した農耕文化として提出した。この本は英訳でもすれば， 日本人が泄界に

誇りうる名著のひとつになることであろう」と記している［今西 1968］。中尾

の栽培植物の起源と農耕の大類型設定の学説は，発表後，約30年を経過した今

日でも，なお力強い説得力を有し，世界に誇りうる学説として生きつづけてい

るのである。

あとがき

II月20日 (1994年）は中尾佐助先生がお亡くなりになってから一周年に当た

る。悲報に接したのはつい昨日のようにも思えるし，今でも温顔に一寸皮肉な

笑みをたたえて「佐々木君，知っているかね。」と私の傍らにきて質問なさる

ような気がしてならない。

私がはじめて中尾さんに親しく接するようになったのは，昭和35年ごろに京

大人文科学研究所で毎週開催されていた今西錦司拇士の主催される共同研究会

に加えて頂いてからのことである。その当時．研究会では中尾さんの「農耕起

源論」の素案が識論され始めていた頃で，私はその学説の規模の雄大さと理論

のユニークさに圧倒されたことがなっかしく思い出される。

この研究ノートは，中尾さんの数多くの業績の中から特に「J災耕の起源とそ
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の類型」に関する問題を中心に，その業績を紹介し，評価しようとしたもので

ある。具体的には今西錦司先生の遠肝記念論文梨の中に沓かれた「農業起原

論」という論文と，その後，岩波新書として刊行された「栽培植物と農耕の起

源jという 2つの著作を中心にして，中尾さんの農耕起源論と農耕文化論のユ

ニークさを種々の角度から論議を試みてみた。

ただ，中尾さんの業績は周知のように農耕起源論と農耕文化論にとどまるだ

けではなく，例えば「料理の起源」や，［花と木の文化史jという興味深い著

害にみられるような研究の拡がりがある。また「分類の思想」という著曹に示

されたような文明の展開や糾織を論じた，大へんすぐれた一種の文明論もみら

れる。このように中尾さんの業績は多方面にわたるものではあるが，今回は農

耕起源論と農耕文化の大類型論を中心とし，中でも「根栽農耕文化と雑穀農耕

文化の発見」という点に焦点をしぽって，紹介と評価を行った。中尾さんの一

周忌を記念して，私個人の気持ちを込めた一文である。
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